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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成31年1月10日(2019.1.10)

【公開番号】特開2017-97724(P2017-97724A)
【公開日】平成29年6月1日(2017.6.1)
【年通号数】公開・登録公報2017-020
【出願番号】特願2015-230954(P2015-230954)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｑ  50/00     (2012.01)
   Ｇ０６Ｋ  19/073    (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  19/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｑ   50/00     １００　
   Ｇ０６Ｋ   19/073    ０９０　
   Ｇ０６Ｋ   19/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月21日(2018.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物品の正規判定を行うための第１の識別情報を取得する第１の取得手段と、
　物品の正規判定を行うための第２の識別情報を取得する第２の取得手段と、
　前記第１の取得手段で取得した第１の識別情報と、前記第２の取得手段で取得した第２
の識別情報とを用いて、前記物品の正規判定を行う判定手段と、
　前記判定手段で前記物品が正規として判定された前記物品にかかる正規情報を記憶手段
に登録する登録手段と、
　前記第１の取得手段で、前記記憶手段に記憶されている正規情報に対応する第１の識別
情報を取得した場合に、前記物品が既に正規として登録されていることを示す登録済情報
を通知する通知手段と
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記正規情報は、前記判定手段で判定に用いられた第１の識別情報と第２の識別情報と
に基づいて記憶される情報であることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記通知手段は、携帯端末に前記登録済情報を表示させるよう通知することを特徴とす
る請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記通知手段は、前記判定手段で前記物品が正規として判定され、前記物品にかかる正
規情報が記憶される場合に、前記物品の正規にかかる登録が完了したことを示す登録完了
情報を通知することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記情報処理装置は、前記第１の識別情報または前記第２の識別情報を読み取る読取手
段を備える携帯端末と通信可能であって、
　前記記憶手段は、前記読取手段で読み取られた位置情報を含む正規情報を記憶すること
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を特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記第１の識別情報は、物品に対応する第１の読取対象物に含まれる識別情報であり、
前記第１の識別情報は、前記物品に対応する第２の読取対象物に含まれる識別情報であり
、
　前記第１の取得手段は、前記第１の読取対象物に対応する前記読取手段により読み取ら
れた第１の読取対象物を取得し、前記第２の取得手段は、前記第２の読取対象物に対応す
る前記読取手段により読み取られた第２の読取対象物を取得し、
　前記判定手段は、前記第１の読取対象物に対応する前記読取手段と、前記第２の読取対
象物に対応する前記読取手段とにより取得した前記第１の読取対象物と前記第２の読取対
象物とを用いて、前記物品の正規判定を行うことを特徴とする請求項５に記載の情報処理
装置。
【請求項７】
　情報処理装置は、
　物品の正規判定を行うための第１の識別情報を取得する第１の取得手段と、
　物品の正規判定を行うための第２の識別情報を取得する第２の取得手段と、
　前記第１の取得手段で取得した第１の識別情報と、前記第２の取得手段で取得した第２
の識別情報とを用いて、前記物品の正規判定を行う判定手段と、
　前記判定手段で前記物品が正規として判定された前記物品にかかる正規情報を記憶手段
に登録する登録手段と、
　前記第１の取得手段で、前記記憶手段に記憶されている正規情報に含まれる第１の識別
情報を取得した場合に、前記物品が既に正規として登録されていることを示す登録済情報
を通知する通知手段と
　を備え、
　携帯端末は、
　当該携帯端末で読み取られた前記第１の識別情報または前記第２の識別情報を送信する
送信手段と、
　前記通知を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信した通知に従って、当該携帯端末で読み取られた結果を表示す
る結果表示手段と
　を備えることを特徴とする情報処理システム。
【請求項８】
　物品の正規判定を行うための第１の識別情報を取得する第１の取得工程と、
　物品の正規判定を行うための第２の識別情報を取得する第２の取得工程と、
　前記第１の取得工程で取得した第１の識別情報と、前記第２の取得工程で取得した第２
の識別情報とを用いて、前記物品の正規判定を行う判定工程と、
　前記判定工程で前記物品が正規として判定された前記物品にかかる正規情報を記憶手段
に登録する登録工程と、
　前記第１の取得工程で、前記記憶手段に記憶されている正規情報に対応する第１の識別
情報を取得した場合に、前記物品が既に正規として登録されていることを示す登録済情報
を通知する通知工程と
　を含むことを特徴とする情報処理装置の処理方法。
【請求項９】
　情報処理装置は、
　物品の正規判定を行うための第１の識別情報を取得する第１の取得工程と、
　物品の正規判定を行うための第２の識別情報を取得する第２の取得工程と、
　前記第１の取得工程で取得した第１の識別情報と、前記第２の取得工程で取得した第２
の識別情報とを用いて、前記物品の正規判定を行う判定手段と、
　前記判定手段で前記物品が正規として判定された前記物品にかかる正規情報を記憶手段
に登録する登録手段と、
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　前記第１の取得工程で、前記記憶手段に記憶されている正規情報に含まれる第１の識別
情報を取得した場合に、前記物品が既に正規として登録されていることを示す登録済情報
を通知する通知手段と
　を含み、
　携帯端末は、
　当該携帯端末で読み取られた前記第１の識別情報または前記第２の識別情報を送信する
送信工程と、
　前記通知を受信する受信工程と、
　前記受信工程により受信した通知に従って、当該携帯端末で読み取られた結果を表示す
る結果表示工程と
　を含むことを特徴とする情報処理システムの処理方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、請求項１乃至６の何れか１項に記載の情報処理装置の各手段として機
能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、物品の正規に関することを確認できる仕組みを提供すること
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明によれば、物品の正規に関することを確認できる。
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